
content.

２ 台風19号の爪痕 12 みんなの運動会

４ 秋季検閲式　― 消防点検実施 ― 16 教育のひろば　新屋幼稚園の取り組み

６ 給与・定員など人事行政を公表 18 200ｍ背泳ぎで国体３位・県新記録達成!!三浦さん

10 認知症になっても安心して暮らせる町づくり 19 町のわだい　さわやかにプレー　町親善大会

11 KANRA TOWN
2019／No .728

キラッとかんら安心のまち

みんなで協力　台風19号避難所・防災交流センター
（関連記事は２ページ）



東
日
本
を
縦
断

大
型
で
強
い
勢
力
の
台
風
19
号
は
、

10
月
12
日
夜
に
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
、

関
東
地
方
を
縦
断
し
て
東
北
地
方
か
ら

東
海
上
に
抜
け
ま
し
た
。
今
回
の
台
風

は
雨
雲
の
規
模
が
非
常
に
大
き
か
っ
た

た
め
、
関
東
か
ら
東
北
ま
で
の
地
域
で

強
い
雨
が
続
き
、
各
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

各
地
域
で
は
、
住
民
が
自
分
た
ち
で
土
砂
を

各
地
域
で
は
、
住
民
が
自
分
た
ち
で
土
砂
を

取
り
除
く
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。（
写
真
は

取
り
除
く
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。（
写
真
は

秋
畑
・
芳
の
元
）

秋
畑
・
芳
の
元
）

　

こ
の
雨
の
た
め
、
秋
畑
戦
場
地
内
で

右
岸
山
林
崩
壊
に
よ
り
土
砂
が
流
出
、

ま
た
、
秋
畑
河
振
入
口
付
近
の
道
路
舗

装
面
が
崩
壊
し
、
主
要
地
方
道
富
岡
神

流
線
は
一
時
通
行
止
め
に
な
り
ま
し

た
。
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
、
13
日
夕

方
ま
で
に
片
側
通
行
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
生
活
道
路
や
林
道
な
ど

で
多
数
の
損
壊
が
発
生
。
秋
畑
地
区
の

一
部
で
は
倒
木
に
よ
り
電
線
が
切
断
さ

れ
、
電
気
と
電
話
回
線
が
不
通
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
小
幡
・
轟
・
国
峰
・

善
慶
寺
・
秋
畑
地
区
の
一
部
で
断
水
も

発
生
し
ま
し
た
。
台
風
19
号
は
町
に
大

き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

道
路
や
電
気
・
水
道
な
ど
が

寸
断

　

甘
楽
町
で
は
11
日
午
後
３
時
前
か
ら

雨
が
降
り
始
め
、
午
後
６
時
、
秋
畑
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
自
主
避
難
所
を
開

設
し
ま
し
た
。
雨
が
強
ま
り
、
12
日
午

前
８
時
50
分
、
秋
畑
地
区
に
避
難
勧
告

を
発
令
。
に
こ
に
こ
甘
楽
、
ら
・
ら
・

か
ん
ら
に
避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

降
り
続
く
雨
に
よ
り
河
川
や
用
水
路

が
一
気
に
増
水
し
、
10
時
40
分
に
は
、

善
慶
寺
川
久
保
、
城
南
寺
町
谷
、
国
峰

地
区
に
避
難
勧
告（
旧
甘
楽
二
中
体
育

館
）、
11
時
45
分
に
は
大
山
地
区
に
避
難

勧
告（
福
島
小
体
育
館
）、
午
後
０
時
30

分
に
は
庭
谷
・
造
石
・
金
井
地
区
に
避

難
勧
告（
甘
楽
中
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
）

を
発
令
。
午
後
０
時
50
分
に
は
、
町
内

全
域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
は
４
８
５

ミ
リ
と
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
避
難

し
た
人
は
町
内
７
カ
所
で
１
，
０
２
9

人
に
上
り
ま
し
た
。

町
内
全
域
に
避
難
勧
告

1 1 舗装面が崩壊した富岡神流線・河振入口付近（秋畑）　 2 2 小幡忠霊塔の法面が崩落した金井小幡線（小幡)
3 3 法面が崩落した林道草喰八丁河原線・草喰地内ゴルフ場脇（天引）　4 4 右岸山林が崩壊、土砂が流出した富岡神流線・戦場地区（秋畑）

台風19号の台風19号の爪爪
つ め あ とつ め あ と

痕痕

22

44

11

33

総雨量485ミリ　記録的な大雨総雨量485ミリ　記録的な大雨

町政の動き
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人的被害…なし
住宅被害…土砂の流入　３棟（秋畑）
県有施設…富岡神流線（戦場地区・上来波付近・河振入口付近ほか）

…金井小幡線（小幡忠霊塔法面）
…秋畑富岡線（谷ノ口地内）
…雄川、白倉川、天引川　ほか

町有施設…林道草喰八丁河原線（天引鳥屋方面）
…林道稲含高倉線、芳の元線
…町道法面崩落（国峰、裏根、谷ノ口ほか）
…総合公園園路護岸裏流出、野球場土砂流入
…那須ちぃじがきトイレ駐車場一部崩落
…上水道施設導水管・配水管破損　ほか

その他…公用車１台流失
…停電： 秋畑300戸、天引・白倉地区100戸（14日夜すべて復旧）
…固定電話・携帯電話不通：那須（17日夜すべて復旧）

避難所および避難者数… ７カ所設置・1,029人（13日夜までに全員帰宅）

●町の対応
10月11日（金）
16：00　災害警戒本部設置
18：00　秋畑地域交流センターに自主避難所開設
19：00　消防団巡視（広報）開始
10月12日（土）
7：12　大雨、洪水、強風、雷注意報発表
8：00　災害警戒本部会議
8：50　秋畑地区に避難勧告発令

にこにこ甘楽、ら・ら・かんらに避難所開設
9：10　大雨、洪水警報発表
10：23　土砂災害警戒情報発表
10：40　善慶寺川久保、城南寺町谷、国峰地区に避難勧告発令

旧甘楽第二中学校体育館に避難所開設
11：05　災害警戒本部を災害対策本部に移行
11：45　大山地区に避難勧告発令

福島小学校体育館に避難所開設
12：30　庭谷、造石、金井地区に避難勧告発令

甘楽中学校防災交流センターに避難所開設
12：50　町内全域に避難勧告発令　

甘楽中校舎・体育館に避難所開設
かんら保育園に避難所開設

14：57   大雨、洪水、暴風警報発表
15：30   大雨特別警報発表
10月13日（日）
0：10　大雨特別警報解除
5：43　土砂災害警戒情報解除
11：25   大雨警報解除
13：00　避難勧告すべて解除
17：00   避難者全員帰宅、避難所閉鎖
18：00   天引・白倉地区停電復旧
10月14日（月）
18：45   秋畑地区停電復旧
10月17日（木）秋畑地区電話復旧（夜）

月　日 時刻 時間
雨量

連続
雨量

日量
雨量

10月11日
（金）

14：50
（降り始め） 1 1

31

15：00 0 1
16：00 6 7
17：00 2 9
18：00 1 10
19：00 2 12
20：00 1 13
21：00 1 14
22：00 2 16
23：00 6 22
24：00 9 31

10月12日
（土）

1：00 7 38

454

2：00 2 40
3：00 1 41
4：00 0 41
5：00 7 48
6：00 0 48
7：00 10 58
8：00 28 86
9：00 32 118
10：00 31 149
11：00 39 188
12：00 36 224
13：00 52 276
14：00 19 295
15：00 19 314
16：00 19 333
17：00 40 373
18：00 27 400
19：00 19 419
20：00 19 438
21：00 23 461
22：00 19 480
23：00 5 485
23：40 0 485

雨量合計 485

■台風19号による雨量
観測点：甘楽町役場
単位：ｍｍ

時間雨量は、その時刻までの１時間に降っ
た量。連続雨量は、その時刻までの累計量。

■被害状況など

●
甘
楽
町
レ
ン
ゲ
の
会（
黒
澤
新
一

代
表
）

避
難
所
炊
き
出
し
に
白
米
60
㎏

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

善
意
の
紹
介

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

避難所の様子（旧甘楽二中体育館）

今回の災害にあたり、多くの方々に
ご支援・ご協力をいただきました。
ありがとうございました。

避難所 避難者数
（人）

秋畑地域交流センター
（自主避難所） 14

旧甘楽二中体育館 208
にこにこ甘楽 161
ら・ら・かんら 91
福島小体育館 63
防災交流センター 460
かんら保育園 32

計 1,029

広報かんら／2019.11.13



◎ 日本消防協会功績章表彰（伝達）・県永年勤続退職団員
表彰および町永年勤続退職団員表彰
結城　孝（前団長）

◎ 消防庁長官表彰「退職消防団員報償銀杯」（伝達）・日本
消防協会精績章表彰（伝達）・県永年勤続退職団員表彰
および町永年勤続退職団員表彰
中野義博（前１分団長）

◎ 消防庁長官表彰「退職消防団員報償銀杯」（伝達）・県永
年勤続退職団員表彰および町永年勤続退職団員表彰
浅香　要（１－３元部長）　金澤知幸（２－１元部長）
橳島直也（２－１元部長）

◎県永年勤続退職団員表彰および町永年勤続退職団員表彰
鈴木朝夫（前２分団長）

◎町永年勤続退職団員表彰
富岡範行（１－１前部長）　小金澤　忍（１－２前部長）
佐藤裕典（１－３前班長）　柳澤賢孝（２－１元部長）
中野晃寿（２－１前班長）　山﨑雄大（２－２元部長）
小林洋平（２－２元部長）　黒澤達弥（２－３元部長）
吉田裕一（２－３元部長）

退職消防団員  （敬称略）

県消防団員配偶者表彰（伝達） 
結城まゆみ（前団長夫人）

有
事
の
際
に
活
躍
を
誓
う

ー
消
防
点
検
実
施
ー

　

町
消
防
団（
交
通
指
導
隊
含
む
）と
甘

楽
分
署
の
秋
季
検
閲
式
が
10
月
６
日
、

甘
楽
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
た
ち
は
夜
間
や
休
日
の
訓
練
で

培
っ
た
消
防
技
術
を
堂
々
と
披
露
し
ま

し
た
。
部
隊
訓
練
・
ポ
ン
プ
操
法
・
中

継
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
な
ど
の
規
律
あ

る
機
敏
な
動
き
に
、
茂
原
町
長
は「
歴
史

と
伝
統
あ
る
甘
楽
町
消
防
団
の
組
織
力

と
団
結
力
を
発
揮
し
た
立
派
な
検
閲
式

で
し
た
。
今
後
も
健
康
に
十
分
に
留
意

し
消
防
活
動
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
」と

講
評
し
、
来
賓
か
ら
も
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
団
員
に
対
し
、

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中継操法訓練

姿勢服装検閲

長年にわたり、活躍された元消防団員の皆さん

秋季検閲式秋季検閲式
甘楽町消防団・甘楽分署・交通指導隊甘楽甘楽甘楽甘楽甘楽甘楽楽楽楽楽甘 町消町消町消町消町消町消町消町消町消防団防団防団防団防団防団防団防防団・・甘甘甘甘甘甘甘楽分楽分楽分楽分楽分楽楽楽楽分楽分楽分署署署署署署署・・署署署署 交交通交通交通交通交通交通通通通通指導指導指導指導指導指導導指導指導隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊甘楽町消防団・甘楽分署・交通指導隊

町政の動き
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●
募
集
数

（
令
和
２
年
４
月
〜
３
年
３
月
）

毎
月
２
区
画（
２
社
）　

年
24
区
画

●
広
告
方
法

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
に
掲
載

発
行
部
数（
５
，
３
７
０
部
）

●
規
格
と
広
告
料（
フ
ル
カ
ラ
ー
）

タ
テ
約
５
㌢
、
ヨ
コ
約
16
㌢

１
区
画
１
万
５
，
０
０
０
円

●
申
込
期
限　

11
月
29
日（
金
）

●
募
集
数

令
和
２
年
４
月
か
ら

１
区
画（
２
〜
３
社
）お
よ
び

２
区
画（
１
社
）

●
広
告
方
法

広
報
か
ん
ら
裏
表
紙
に
掲
載

発
行
部
数（
４
，
９
２
０
部
）

●
規
格
と
広
告
料（
フ
ル
カ
ラ
ー
）

１
区
画
タ
テ
約
５
㌢
、
ヨ
コ
約
8
㌢

５
，
０
０
０
円

２
区
画
タ
テ
約
５
㌢
、
ヨ
コ
約
16
㌢

１
万
円

●
申
込
期
限　

掲
載
希
望
月
の
約
２
カ
月
前

■
総
務
課
行
政
係
内
線
２
１
３・２
１
４

ポンプ操法検閲

ラッパ吹奏検閲

交通指導隊装備点検

部隊訓練検閲

任　期　令和元年10月１日から３年間

人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の人で地域の
中で人権思想を広め、人権侵害が起きないように見守る役
割を担っています。全国の各市町村に配置され、人権相談
などの活動を行う一番身近な相談相手です。

木暮英俊さん
（新任・善慶寺）

紹 し すま介

浅香裕広さん
（再任・秋畑）

人権擁護委員

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

広
報
か
ん
ら

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
・

広
報
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
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定数管理の年次別状況
Ｈ17年
計画始期 Ｈ21 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

137人 119 116 115 115 114 113

８．職員手当の状況（平成30年度）

（１）期末手当・勤勉手当（一般職員）

区　分
甘楽町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

支給割合 2.60月分 1.85月分 2.60月分 1.85月分

（２）退職手当 （平成30年４月１日現在）

区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度

自己都合 19.6695
　　  月分

28.0395
月分

39.7575
月分

47.709
月分

勧奨・定年 24.586875　　　月分
33.27075

月分
47.709
月分

47.709
月分

（３）特別職の報酬等の状況　（平成30年度、単位：円）

区　分 給与月額期末手当 区分 報酬月額期末手当

町　長 722,000
4.45
月分

議　長 290,000
4.45
月分副町長 584,000 副議長 225,000

教育長 546,000 議　員 210,000

９．職員数の状況（平成31年度採用・30年度退職）

区分 試験
採用 再任用 定年

退職
勧奨
退職

再任用
退職

普通
退職

死亡
退職

人数 6人 １人 5人 0人 1人 2人 １人

甘楽町は、平成16年に自立の道を選択し、誇りを
持って自立するために、人件費の削減、事務事業の
見直しを中心とした「まちおこしプラン」を策定。
平成17年から平成21年までの５年間で職員数を20
人減の125人とする数値目標に対し、それを上回る
職員数の減となり、現在はやや減少となっていま
す。
今後も中長期的な視点に立って、行政サービスを

低下させることのないよう職員バランスを考慮しつ
つ、適正な職員配置と計画的な採用を行う予定です。

②定員管理について

■問合せ先　住民課環境係　内線269

vol.126

環 境 保 健 協 会
か ら の お 知 ら せ

皆さんご協力
ありがとうございました

９月22日（日）に実施した「古着リ
サイクル回収事業」では大勢の皆さんの
ご協力により、10,960㎏の古着を回収
しました。
午前９時から11時30分までの２時間

30分に、ドライブスルー方式で508台
が搬入に来ました。

回収された古着はマレーシアで再使
用されます。
また、タオル、シーツなどの布類は、

工業用品（ウェス、反毛材）に加工さ
れ再生利用されます。

古着リサイクル
回収を実施

当日の搬入の様子

まちおこしプラン目標年度

町政の動き
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町職員の給与や定員は、国や他の地方公共団体
などとの均衡を考慮して、町議会の議決を経て条
例で定められています。
前年度（平成30年度）の人事行政の運営状況に
ついて公表します。

■問合せ先　総務課庶務係　内線211

１．人件費の状況（平成30年度　普通会計決算）

住民基本
台帳人口
（30.3.31）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
（Ｂ／Ａ）

29年度の
人件費率

13,212人
49億
4,329
万円

２億
1,420
万円

８億
9,593
万円

18.1％ 17.7％

５．職員の経験年数別・学歴別平均給与月額の状況

区　分 経験10年以
上15年未満

経験15年以
上20年未満

経験20年以
上25年未満

一　般
行政職

大学卒 263,200円 318,600円 372,200円

高校卒 ー 288,400円 334,000円

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数Ａ
給　与　費 １人当たり

の給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉

手当 計　Ｂ

（30年度）
95人

３億
3,746
万円

5,735
万円

１億
3,489
万円

5億
2,946
万円

557
万円

（29年度）
96人

３億
4,986
万円

5,863
万円

１億
3,587
万円

5億
4,437
万円

567
万円

㊟ 職員数は特別会計の職員を除き、職員手当には退職手当
を含みません。

３．職員の平均給与月額、平均年齢の状況
（一般行政職） (平成30年４月１日現在）

区　分 一般行政職 技能労務職

甘楽町 304,449円
（41歳）

245,933円
（40.9歳）

６．一般行政職の級別職員数等の状況
（平成30年４月１日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的
な職務
の内容

主事補
主事 主事 主任 主査

係長 補佐 課長

職員数
（人） 14 11 18 11 12 9

構成比
（％） 18.7 14.7 24 14.7 16 12

１年前の
構成比
（％）

16.9 13.0 31.2 9.1 18.1 11.7

４．職員の初任給の状況 (平成30年４月１日現在）

区　分 甘楽町 国

一　般
行政職

大学卒 179,200円 179,200円（Ⅱ種）

高校卒 147,100円 147,100円

㊟ 甘楽町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数
です。標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
代表的な職務です。

７．定員管理の状況
①部門別職員数の状況　（平成30年４月１日現在）

部　門 職員数 対前年
増減数 主な部門Ｈ29 Ｈ30

一般行政 72 71 △1
議会、総務、
税務、農水、
商工、土木、
民生、衛生

特別行政 24 24 ±0 教育
公営企業など
会計部門 19 19 ±0 水道、下水道、

その他
合　計 115 114 　 △１        139

条例定数は

㊟ 職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を
保有する休職者などを含みます。

給与・定員など給与・定員など

人事行政人事行政をを公表公表しますします

７月21日執行の知事選・参院選（第３投票所）
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(

一
財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
収
益
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
宝
く
じ
の
普
及
・
広
報
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
自
治
会
な
ど
へ
助
成
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

第
11
区
で
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
那
須
獅
子
舞
保
存
会
の
獅

子
頭（
３
頭
）と
緞ど
ん
ち
ょ
う帳を
修
繕
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発

展
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

整備した那須獅子舞保存会の獅子頭（写真上）と緞帳

金  婚  式  名  簿
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　結婚50周年（金婚式）
を迎えたご夫婦に慶祝状
と記念品を贈呈しました。
おめでとうございました。

金金
婚婚

氏　名 夫
妻 地　区

依　田 肇
美代子 上　野

浅　香 晴　治
惠美子 造　石

落　合 登
濵　江 白　倉

令
和
元
年
九
月
七
日

令
和
元
年
九
月
七
日

慶祝状は額（左）と写真たて（右）
のいずれかを選べます

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係　

内
線
５
２
３ 

歳　入 （単位：千円・％）
科　　目 平成30年度 構成比

分担金および負担金 122,707 73.2
使用料および手数料 34,335 20.5
財 産 収 入 774 0.5
繰　入　金 0 0
繰　越　金 2,062 1.2
諸　収　入 7,768 4.6

合　　計 167,646 100.0

歳　出 （単位：千円・％）
科　　目 平成30年度 構成比

議　会　費 805 0.5
総　務　費 50,864 32.9
衛　生　費 103,131 66.6

合　　計 154,800 100.0

し尿処理費負担金。甘楽町の割合は14.2％、
17,451千円です。

富岡甘楽衛生施設組合富岡甘楽衛生施設組合
決算の公表決算の公表

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９
月
21

日
〜
30
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
24
日
朝
、
福

島
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
交
差
点
で
行
わ

れ
、
信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
町
内

で
生
産
さ
れ
た
り
ん
ご（
ア
ッ
プ
ル
）を

配
布
し
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上（
ア
ッ

プ
）を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
、
新
屋
小
学
校
の
児
童
に

よ
る
鼓
笛
隊
が
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
交
通
ル
ー

ル
の
順
守
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。ま
た
、

交
通
少
年
団
員
が
金
井
交
差
点
で
信
号

待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
チ
ラ
シ

な
ど
を
配
布
し
、
交
通
安
全
の
意
識
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動　
　

■ 

総
務
課
庶
務
係　

内
線
２
１
１

新屋小児童による交通安全パレード

■問合せ先　富岡甘楽衛生施設組合
　☎０２７４（６４）１２４１

町政の動き

8広報かんら／2019.11.1



　
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
」商
品
の
認

定
審
査
会
が
９
月
27
日
、
役
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

２
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
審
査
会
に

は
、
７
品
が
申
請
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、

全
て
の
商
品
が
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
認
定
さ
れ
た
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ａ
ブ

ラ
ン
ド
商
品
を
紹
介
し
ま
す
。

№ 認定
№ 商品名 申請者（敬称略）

❶ ⑦ ジャム（完熟梅ジャム・キウ
イジャム・いちじくジャム）

ＮＰＯ法人プレパレ
理事　富張きみえ

❷ ⑧ 城下町小幡のmenmen (有)富田製麺　富田秀夫
❸ ⑨ 地粉乾麺 (有)富田製麺　富田秀夫

❹ ④ 甘楽町のはちみつ
（アカシア） 宇佐美秋夫

❺ ⑩ ブルーベリーソース (有)山富商店
取締役　山田さゆり

❻ ⑪ 甘楽雄川堰　桜薫る
城下町小幡

(有)甘楽庵山ぐち
代表取締役　山口信之

❼ ⑫ 庭先たまご 掘口輝夫

❶ジャム（完熟梅ジャム・
　キウイジャム・いちじくジャム）

❼庭先たまご ❺ブルーベリーソース

❻ 甘楽雄川堰  桜薫る
城下町小幡

❷城下町小幡のmenmen

❸地粉乾麺

❹甘楽町の
　はちみつ
 （アカシア）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
元
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料

も
含
む
）を
納
付
し
た
人
に
、
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
が

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
に
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
書
を
添
付
す
る
と
、
申
告

の
際
に
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
納
付
し
た

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

送付対象者 送付時期
平成31年１月１日～
令和元年9月30日に納
付した人

令和元年
11月上旬

令和元年10月１日～
12月31日に今年初め
て納付した人

令和２年
２月上旬

【問合せ先】高崎年金事務所
　　　　  ☎027（322）4299

―この機会に「ねんきんネット」で未来の生活設計について
　　　　　　　　　　　　　　　　　考えてみませんか？ー
　「ねんきんネット」を利用すると、いつでも自分の
年金記録を確認できるほか、将来の年金受給見込額に
ついて、さまざまなパターンの試算をすることもでき
ます。詳しくは日本年金機構のホームページで確認ま
たは下記にお問合せください。
【問合せ先】ねんきんネット専用ダイヤル
　　　　　　☎0570（058）555

ねんきんネット
ホームページ
ＱＲコード⇒

ねんきんネット 検 索

い い みらい

11月30日は「年金の日」です!!11月30日は「年金の日」です!!
社会保険料
（国民年金保険料）
控除証明書

はがきが届きます

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
第
２
弾
が
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

産
業
課
農
林
係　

内
線
４
１
１・４
１
２ 

町
推
奨
の
農
産
加
工
品

新
た
に
７
商
品
認
定

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ　
■ 

住
民
課
住
民
係　

内
線
２
６
４
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超
高
齢
社
会
の
進
行
に
合
わ
せ
、
認
知
症
高
齢
者
は

２
０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
に
上
り
、
65
歳
以
上
の
５

人
に
１
人
の
割
合
で
発
症
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
誰
で
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
人
に

と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
体
で
は
認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
発
症
予
防
な
ど
医
療
機

関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
地
域
と
連
携
し「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

家
族
が
対
応

に
困
っ
て
い
る
、

受
診
が
で
き
な

い
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
ら
な

い
な
ど
の
困
り
ご

と
に
、
専
門
チ
ー

ム
（
看
護
師
や
精

神
保
健
福
祉
士
な
ど
）
が
家
庭
を
訪
問

し
、
専
門
医
の
指
導
の
も
と
、
お
お
む
ね

６
カ
月
を
目
安
に
、
受
診
支
援
や
対
応

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

町
で
は
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
西

毛
病
院
）に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、本
人
や
家
族
、

ケ
ア
従
事
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
流

し
、
認
知
症
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
た

り
、
相
談
で
き
る
居
場
所
で
す
。

　

町
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

　

身
近
な
相
談
窓
口
と

し
て
認
知
症
ケ
ア
に
熟

練
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
職
員
が
個
別
に
対
応

し
ま
す
。

・グループホームめぐみ☎（74）7708
・グループホームこころ☎（74）4300
・グループホームさら　☎（67）5356

　

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
と
連

携
し
、
本
人
や
家
族

に
寄
り
添
い
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。
町

で
は
2
人
配
置
し
て

い
ま
す
。

　

徘
徊
が
あ
っ
た
場
合
に
、
24
時
間

３
６
５
日
体
制
で
位
置

情
報
を
家
族
に
提
供

で
き
る
機
器
を
無
償
で

貸
し
出
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
対
応
に
つ

い
て
知
る
講
座
を
地
域
や
学
校
、
企
業

向
け
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
町
の

サ
ポ
ー
タ
ー
数
は
１
，３
２
２
人
で
す
。

　

症
状
や
進
行
に
応
じ
た
対
処
の
道
筋

を
わ
か
り
や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
る

冊
子
で
す
。
各
世

帯
に
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
心
配
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

有
酸
素
運
動
を
取
り
入
れ
た
介
護
予
防

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

コ
グ
ニ
シ
ョ
ン（
認
知
）＋
エ
ク
サ
サ
イ

ズ（
運
動
）

とき　毎月第３火曜日
　　　午後１時半～４時
場所　にこにこ甘楽

甘楽町健康課介護保険係・甘楽町地域包括支援センター
電話  67-7655　内線  621・622

わたしのまちの
認知症対処の道筋

認知認知認知認知認知認知認知認知認知認知症症症症症症症症症症をををををををををを知知知知知知知知知知知知るるるるるるるるるるる
ガイドガイドガイドガイドガイドガイドガイドガイドガイドガイドガイドブブブブブブブブブブブッッッッッッッッッククククククククククク

■ 

認
知
症
徘
徊
高
齢
者
位
置
情
報

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
サ
ー
ビ
ス

■ 

認
知
症
相
談
窓
口

　

事
業
所

■
認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
進
事
業

■
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

■
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

■ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

■ 

認
知
症
を
知
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

簡
単
な
質
問
に
答
え
る
だ
け
で
声
に

よ
り
そ
の
日
の
認
知
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ（
軽

度
認
知
症
）の
早
期
発
見
に
役
立
て
る

た
め
、
に
こ
に
こ
甘
楽

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

■ 

元
気
ア
ッ
プ
塾
「
コ※
グ
ニ
サ
イ
ズ
」

本人・家族本人・家族

専門チーム専門チーム

包括支援センター
ケアマネージャー
主治医

包括支援センター
ケアマネージャー
主治医

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り  　
■ 

に
こ
に
こ
甘
楽
☎（
６
７
）７
６
５
５　

健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

内
線
６
２
１

■ 

認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
ア
プ
リ

　
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
」

山田さん　金田さん

町政の動き
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税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な

暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
や
医
療
、教
育
、

ご
み
処
理
、
道
路
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
財
源
で
す
。

　

町
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納
期
内

に
納
付
し
て
い
る
町
民
と
の
公
平
性
を

欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の

財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
町
で
は
滞
納
処
分（
財
産

差
押
え
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

納
税
相
談
な
ど
が
な
く
、
納
期
限
が

過
ぎ
て
も
未
納
の
人
に
は
、
督
促
状
や

催
告
書
な
ど
で
納
付
の
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
未
納
の
人
に
は
、

町
職
員
お
よ
び
群
馬
県
職
員
が
連
携
・

協
力
し
、自
宅
や
職
場
を
訪
問
し
ま
す
。

　

支
払
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

遊
興
費
・
借
金
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済

な
ど
を
優
先
し
、
税
を
納
め
な
い
人
な

ど
が
、
滞
納
処
分（
財
産
差
押
え
）の
対

象
と
な
り
ま
す
。

◆ 

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
優
先
者
に
対
し
て

は
、
不
動
産
を
差
し
押
さ
え
、
公
売

し
ま
す
。

◆ 

給
与
所
得
者
に
対
し
て
は
、
勤
務
先

に
給
与
照
会
を
行
っ
た
う
え
で
、
給

与
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

◆ 

法
人
お
よ
び
自
営
業
者
に
対
し
て
は

売
掛
金
な
ど
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

◆ 

生
命
保
険
契
約
者
に
つ
い
て
は
、
解

約
請
求
を
行
い
、
払
い
戻
し
金
や
保

険
金
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

◆ 

所
得
税
な
ど
の
国
税
還
付
金
に
つ
い

て
は
、
全
て
差
し
押
さ
え
ま
す
。

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
・
家
族
の
病
気

や
負
傷
、
事
業
の
廃
止
や
休
止
な
ど
の

特
別
な
事
情
に
よ
り
、
納
期
ご
と
の
納

付
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
な
い
で
、
早
め
に
住
民
課
収
納
係

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

職
員
が

職
員
が
戸
別
訪
問

戸
別
訪
問
し
ま
す

し
ま
す

納
付
（
相
談
）
に
応
じ
な
い
人
に

納
付
（
相
談
）
に
応
じ
な
い
人
に

はは
強
制
処
分

強
制
処
分
を
行
い
ま
す

を
行
い
ま
す

主
な
滞
納
処
分

主
な
滞
納
処
分

　

（
財
産
差
押
え
）

　

（
財
産
差
押
え
）

　
　
　
　
　

の
取
り
組
み

　
　
　
　
　

の
取
り
組
み

納
税
な
ど
に
困
っ
て
い
る
人
は

納
税
な
ど
に
困
っ
て
い
る
人
は

一
人
で
悩
ま
ず

一
人
で
悩
ま
ず
早
め
に
相
談

早
め
に
相
談
をを

督
促
・
催
告

財
産
調
査

財
産
調
査

 

換
価
処
分

（
債
権
取
立
て
・
不
動
産
公
売
）

滞
納
処
分
（
財
産
差
押
え

滞
納
処
分
（
財
産
差
押
え
））

▲ ▲ ▲

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

町
税
滞
納
者
に
は
差
押
え
を
実
施
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

住
民
課
収
納
係　

内
線
２
６
１ 

　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
に
よ

る「
安
全
安
心
講
演
会
」が
９
月
23

日
、
に
こ
に
こ
甘
楽
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
緊

急
時
の
支
援
な
ど
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

聴
覚
障
害
者
手
帳
所
持
者
、
民

生
委
員
、
区
長
な
ど
21
人
が
参
加

し
、
災
害
時
の
行
動
や
災
害
へ
の

備
え
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

手話通訳付きで実施された講演会

安
全
安
心
講
演
会
開
催

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
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９月28日
小学生バルーンリリース小学生バルーンリリース

町発足60周年記念事業町発足60周年記念事業

みんなの運動会みんなの運動会

小幡小

　メッセージカードを受け取った
人から、「あなたの夢を応援してい
ます」「夢に向かってがんばってく
ださい」といった連絡が各小学校
へ届いています。
　バルーンリリースの様子や届い
た連絡などは各小学校のホーム
ページで紹介されていますので、
ご覧ください。小学校ホームペー
ジＱＲコードはこちら↓

　秋の恒例行事、運動会が町内の各小学校・幼稚
園で行われました。
　今年は町発足60周年を記念し、小学校の運動会
で、児童がメッセージカード付きの風船を飛ばし
ました。この事業は、小学生が記念事業に参加し、
町への愛着を深め未来へつなげていくことを目的
として実施したものです。各小学校から子どもた
ちの「夢」をのせた風船が大空に舞い上がりました。

福島小 新屋小

↑ 世界の平和を願うメッセージを
書いた福島小４年生
← 風船をしっかり受け取る小幡小
１年生

メッセージカード

小幡小学校 新屋小学校

福島小学校

子どもたち一人子どもたち一人
ひとりが自分のひとりが自分の
夢を書きました夢を書きました

12広報かんら／2019.11.1



小幡小学校小幡小学校

新屋小学校新屋小学校

福島小学校福島小学校

「友よ～この先もずっと…」（３・４年）

遊競技「大玉ころがし」（１・２年）

100ｍ走（５・６年）

高学年表現「ソーラン節」（５・６年）

選手宣誓

遊競技「棒引き」（３・４年）

徒競走（１・２年）

鼓笛パレード（４～６年）

団対抗全員リレー（5・６年）

表
現
「L

レ

モ

ン

em
on

」（
１・２
年
）

遊競技「スピード＆パワーⅡ」（３・４年）

「心は１つ　
 無限のパワーで　
 優勝つかめ‼ 」

「～平成を超えろ　
令和の絆　福小魂～」

「チームで団結
 輝く笑顔が　
 勝利へのバトン」

「新屋小ソーラン2019」（５・６年）
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福島幼稚園10月4日

小幡幼稚園10月５日
みんなの運動会みんなの運動会

競技「いっしょに収穫だ！」

遊
戯
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ワ
ー
ル
ド
」 遊戯「アイコトバ」

かけっこ 遊戯「パプリカ」

競
技 

任
務「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
を
完
成
せ
よ
！
」

10月4日

「つなひきワッショイ！」 全員リレー

創
作
組
体
操

「
ら
っ
し
ょ
い  

わ
っ
し
ょ
い  

江
戸
の
華
」

新屋幼稚園
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Hola! NicaraguaHola! Nicaragua
オ ラ　　　　　　ニ カ ラ グ ア

Kan
ra
♥

Nica
ragu

a

vol.４

　先月号で紹介したＵ－18（18歳以下）ベースボ
ールワールドカップニカラグア選手団受け入れ
に対し、お礼状が届きましたので紹介します。

東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた
幼稚園・保育園の取り組み幼稚園・保育園の取り組み

「お蚕さんとアスリートを応援
しよう！プロジェクト」参加
　富岡市で実施されている同プロジェクトに各
園が参加し、蚕を育てました。できあがった繭
は、絹製品に加工され、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックでホストタウンを訪れる外
国人選手にプレゼントする予定です。

　運動会に向けて、園児がニカラグアの国
旗を制作し、園庭に飾りました。

ニカラグア国旗を手作り

国
旗
を
手
作
り
し
た
園
児
た
ち（
写
真
は
福
島
幼
稚
園
）

～ニカラグア野球連盟（ＦＥＮＩＢＡ）

　ネメシオ・ポラス・ロペス会長より～

　Ｕ－18世界選手権ニカラグア野球代表団に

対する支援に対し、心より感謝申し上げます。

（中略）

　甘楽町がニカラグア野球スポーツ代表団の

ために行っていただいた愛情のこもった人道

的活動は、非常に素晴らしいことであること

は言うまでもありませんが、間違いなく私た

ちチームにとって忘れられない経験でした。

　同様に、私たち代表団を甘楽町で受け入れ

るにあたり、無条件の支援を可能にした町の

関係者と協力機関、全ての皆様に心より感謝

申し上げます。

～ニカラグア外務省より～

　ニカラグア政府は、この数日間の日本からの

移動に際し、甘楽町長がニカラグア野球チーム

に差し伸べた支援について、日本政府及び日本

国民に深い感謝の意を表します。

　ニカラグア人は、日本人と日本政府を特徴付

ける、伝統的な団結心ともてなしの精神を知っ

ています。それは私たちの友情の絆を長年にわ

たって強くしてきた特徴なのです。

　豊かなニカラグアの地から日本国民と日本政

府へ、我々の感謝の意とともに、幸福と繁栄を

お祈り申し上げます。

繭かき・毛羽取り

お蚕上げ

で
き
あ
が
っ
た
繭

広報かんら／2019.11.115



16広報かんら／2019.11.1

笑
顔
い
っ
ぱ
い
・
愛
情
い
っ
ぱ
い

新
屋
幼
稚
園
の
取
り
組
み

新屋幼稚園
園 長 高橋美枝子
園 児 61人

　　　

幼
稚
園
で
は
、
保
護
者
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
「
今
日
は

誰
が
来
る
の
？
」「
何
の
絵
本
か
な
？
」

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
か
ら
年
少
組
も
読
み
聞
か
せ
を

始
め
る
の
に
あ
た
り
、
年
中
組
・
年
長

組
と
一
緒
に
遊
戯
室
に
集
ま
り
、
読
み

聞
か
せ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵

本
が
始
ま
る
と
同
時
に
、
じ
っ
と
集
中

す
る
子
ど
も
た
ち
。
物
語
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
、
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
た

り
、
次
は
ど
う
な
る
の
か
な
と
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
な
表
情
に
な
り
ま
す
。

　

絵
本
に
触
れ
る
こ
と
で
、
言
葉
遊
び

を
楽
し
ん
だ
り
、
絵
本
の
よ
う
に
や
っ

て
み
た
い
と
遊
び
に
取
り
入
れ
た
り
し

て
創
造
力
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
。
い
ろ

い
ろ
な
絵
本
を
見
ら
れ
る
読
み
聞
か
せ

の
時
間
が
大
好
き
で
す
。

　

 
 

　
「
今
日
は
、
誰
の
誕
生
日
？
」「
何
月

生
ま
れ
か
な
？
」
子
ど
も
た
ち
の
手
拍

子
で
、
ち
ょ
っ
と
照
れ
な
が
ら
、
誕
生

児
は
堂
々
と
う
れ
し
そ
う
に
前
へ
出
て

き
ま
す
。

　

お
祝
い
の
歌
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
お
楽

し
み
は
、
友
だ
ち
や
先
生
か
ら
の
質
問

タ
イ
ム
…
年
少
の
ひ
よ
こ
組
の
子
ど
も

た
ち
も
マ
イ
ク
を
持
ち
質
問
し
て
い
ま

す
。
誕
生
児
の
保
護
者
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
ど
ん
な
子
に
育
っ
て
欲
し
い
の

か
？
抱
っ
こ
を
し
て
お
話
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
先
生
た

ち
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。手
品
や
踊
り
、

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
ゲ
ー
ム
、
視
聴
覚
教

材
を
使
っ
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

月
替
わ
り
で
全
員
で
参
加
し
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
お
誕
生
会

に
参
加
し
て
思
い
出
に
残
る
よ
う
に
、

コ
ー
ナ
ー
に
飾
り
付
け
を
し
て
、
親
子

で
…
ハ
イ
！
ポ
ー
ズ
。
と
び
っ
き
り
の

笑
顔
で
記
念
撮
影
。
こ
の
次
は
、
誰
の

番
か
な
ぁ
？
と
部
屋
の
誕
生
表
を
見
た

り
、
質
問
し
た
い
な
ぁ
と
期
待
を
膨
ら

ま
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ

みんなで「よろしくお願いします！」

今日の絵本は「にんじんとごぼうとだいこん」

お
誕
生
会

「好きな色は何ですか？」

「だるまさんが…ぷっ」
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言提

　　　

九
月
五
日
、
子
ど
も
た
ち
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
幼
稚
園
に

招
い
て
一
緒
に
手
遊
び
を
楽
し
ん
だ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
手
形
と
製
作
で
仕

上
げ
た
金
魚
の
飾
り
が
つ
い
た
う
ち
わ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
り
し
て
過
ご

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
洗
濯
糊
と
水
と
ホ
ウ
酸
を

混
ぜ
合
わ
せ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
お
手
伝
い
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
み
ん
な
で
ス
ラ
イ
ム
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
説
明
を
聞
い
た
後
で
早
速

調
合
し
、
途
中
で
色
づ
け
に
食
紅
を
入

れ
た
り
、
色
と
り
ど
り
の
ラ
メ
を
入
れ

た
り
し
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
ス
ラ
イ

ム
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ム

が
で
き
あ
が
る
と
手
の
ひ
ら
に
の
せ
て

感
触
を
楽
し
み
、「
お
も
し
ろ
い
」「
冷

た
く
て
気
持
ち
い
い
」
と
大
喜
び
の
子

ど
も
た
ち
で
し
た
。
ス
ラ
イ
ム
作
り
を

通
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
の
楽
し
い
思
い
出
が
、
ま
た
一
つ

増
え
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

「
で
き
た
よ
、
で
き
た
！
」

ス
ラ
イ
ム
作
り

手遊び「くるくるくる」

「まぜて、まぜて、スライムになぁれ」「みて、みて、できたよ！」

一生勉強

新屋小学校
　教頭　牛込 英昭

　

社
会
人
に
な
っ
て
働
き
始
め
れ
ば

勉
強
と
は
無
縁
に
な
る
か
と
思
い
き

や
、
実
は
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い

よ
う
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
か
つ
て
受
け
持
っ
た

生
徒
に
同
窓
会
へ
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る

と
と
も
に
、
今
の
生
活
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

☆ 

後
輩
が
増
え
て
指
導
の
ス
キ
ル
を

学
ん
で
い
ま
す
。

☆ 

進
ん
で
い
る
医
療
に
対
し
て
、
改

め
て
専
門
の
学
校
で
学
び
直
し
を

し
て
い
ま
す
。

☆ 

法
改
正
に
伴
う
学
習
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

☆ 

顧
客
と
事
業
主
を
結
び
つ
け
る
た

め
の
ス
キ
ル
を
学
ん
で
い
ま
す
。

☆ 

新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
を
学
び
始

め
て
い
ま
す
。

☆ 

顧
客
に
紹
介
で
き
る
商
品
か
を
自

ら
試
し
て
、
デ
ー
タ
を
と
り
続
け

て
い
ま
す
。

☆ 

商
品
の
展
示
方
法
を
常
に
意
識
し

て
参
考
に
な
る
も
の
を
見
て
真
似

た
り
、
工
夫
を
加
え
て
い
ま
す
。

☆ 

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
の
で
参
考

図
書
を
読
ん
だ
り
講
演
会
や
相
談

会
に
通
っ
て
い
ま
す
。

☆ 

趣
味
の
講
座
で
教
え
る
た
め
に
本

を
読
ん
だ
り
、
人
が
集
ま
る
場

所
に
通
っ
た
り
し
な
が
ら
、
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

す
。

☆ 

転
職
の
た
め
に
今
の
仕
事
を
し
な

が
ら
、
資
格
取
得
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。

　

仕
事
や
趣
味
、
生
活
と
そ
れ
ぞ
れ

大
変
だ
と
は
言
い
な
が
ら
、
そ
の
顔

は
と
て
も
充
実
し
て
い
る
よ
う
に
う

か
が
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
社
会
人

に
な
っ
て
も
学
び
続
け
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
学
び
は

学
校
で
学
ぶ
こ
と
の
延
長
線
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
そ

れ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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総
体
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
、
国
体
の
後
も
大
会

が
続
き
、
文
武
両
道
に
励
ん
で
い
る

三
浦
さ
ん
。
国
体
で
は
、「
県
新
記
録
が

出
て
、表
彰
台
に
も
立
つ
こ
と
が
で
き
、

最
高
で
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
９
月
14
日

に
開
か
れ
た
第
74
回
国
民
体
育
大
会

（
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９
）

の
水
泳
競
技
に
群
馬
県
の
代
表
選
手
と

し
て
出
場
。
少
年
男
子
Ａ
（
高
校
２
年

と
３
年
）
の
部
の
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

（
２
分
1
秒
84
）
で
３
位
に
入
賞
し
、

群
馬
県
新
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
年
長
組
で
水
泳
を
始
め
た

三
浦
さ
ん
は
、
小
学
２
年
生
か
ら
選
手

コ
ー
ス
へ
進
み
、
中
学
生
の
時
に
背
泳

ぎ
全
３
種
目
の
県
中
学
新
記
録
を
樹
立
。

高
校
生
に
な
り
、
さ
ら
に
自
己
ベ
ス
ト

を
更
新
し
て
、
同
50
ｍ
、
１
０
０
ｍ
の

県
記
録
を
塗
り
替
え
、
今
回
の
２
０
０

ｍ
の
記
録
で
、
背
泳
ぎ
全
種
目
の
県
記

録
保
持
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
目
標
は
、
さ
ら
に
上
の
ス
テ
ー

ジ
へ
。
高
校
卒
業
後
も
競
技
を
続
け
る

三
浦
さ
ん
は
、
日
本
代
表
ト
ビ
ウ
オ

ジ
ャ
パ
ン
を
目
指
し
て
、
今
日
も
泳
ぎ

続
け
て
い
ま
す
。

―
今
ま
で
の
競
技
の
中
で
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
？

　

中
学
２
年
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
）
で
す
。
全
国
大

会
の
表
彰
台
に
初
め
て
上
る
こ
と
が
で

き
、
そ
こ
か
ら
上
の
レ
ベ
ル
で
競
っ
て

い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

―
水
泳
の
魅
力
は
？

　

健
康
に
い
い
！
好
タ
イ
ム
が
出
る
と

う
れ
し
い
し
、
ま
だ
速
く
な
る
と
わ
か

り
楽
し
い
で
す
。

　

―
休
み
の
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

家
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

　

―
好
き
な
食
べ
物
は
？

　

小
幡
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
る
ホ
ル
モ

ン
揚
げ
。（
大
会
前
に
い
つ
も
食
べ
て

い
ま
す
）

　

―
今
後
の
目
標
は
？

　

イ
ン
カ
レ
、
日
本
選
手
権
、
ジ
ャ
パ

ン
オ
ー
プ
ン
で
決
勝
に
残
り
、
速
い
選

手
と
一
緒
に
泳
ぐ
こ
と
。
進
学
し
、
水

泳
競
技
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

今

で 三
浦
さ
ん
に

三
浦
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

国体で３位入賞!!
200m背泳ぎ群馬県新記録達成！

三浦玲央さん（福島・高崎高校３年））

国体でセンターコースを泳ぐ三浦さん

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

みうら れお　18歳　身長176㎝・体重75㎏
自己ベスト：背泳ぎ50ｍ 26秒37・同100m 56秒26
　　　　　　同200ｍ ２分１秒84　
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

…町発足60周年記念事業

　町体育大会の親善の部として、親善グラウンドゴルフ大会と
親善ソフトバレーボール大会が９月29日に開かれ、400人以
上の参加者が競技を楽しみながら親睦を深めました。結果は次
のとおりです。

「惜しい！」仲間と笑顔でプレーする参加者

さわやかにプレー　町親善大会

第10回親善グラウンドゴルフ大会
（陸上競技場、63チーム・373人参加）
優　勝　笹森福寿会A　　準優勝　金寿会A
第３位　轟長寿会A　　第４位　かんらグラウンドゴルフ協会
第５位　天引第二長寿会A　　第６位　城南友愛会　

第６回親善ソフトバレーボール大会
（甘楽町体育館、６チーム（混成
チーム含む）・39人参加）
優　勝　福島クラブ
準優勝　ＪＡＰＡＮ
第３位　かんらちゃん
　〃　　ＴＷＥＮＴＹ 競技の合間には民生・児童委員の皆

さんによる啓発活動も行われました

峯岸さんの１００歳を慶祝
　峯岸喜久さん（大正８年10月８日生まれ・白倉）の
100歳のお祝いに森平副町長が10月８日、特別養護老人
ホームシルク（白倉）を訪問し、慶祝状と祝金を手渡し
ました。
　峯岸さんは朝鮮半島の京城（現・ソウル）のお生まれ
で、９人兄妹の三女として育ち、結婚後、夫の実家があ
る天引で暮らしてきました。
　約２年前に同施設に入居し、穏やかな毎日を過ごして
いる峯岸さんの好きな食べ物は洋菓子で、特に甘いケー
キが大好物だそうです。この日は、ご家族や施設の利用
者、職員などから誕生日を祝福され、笑顔で応えました。

優
勝
し
た
笹
森
福
寿
会
Ａ
の
皆
さ
ん
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　町発足60周年記念事業「田んぼアート」の
稲刈りが10月20日、福島跨線橋西側の田んぼ
で行われました。田植えから４カ月、稲は順調
に育ち、多くの人の目を楽しませてくれました。
台風19号の影響で倒れてしまった稲もありま
したが、参
加者約40人
は黄金色に
輝く稲を手
狩りで収穫
しました。

かんらちゃんの田んぼアート　稲刈り
　

心に響く歌声　甘楽中学校合唱大会
　「中学生が自ら創る60周年記念事業」の校内合
唱大会が10月17日、甘楽中学校体育館で開かれ
ました。今回は、生徒の保護者のほか、祖父母や
地域の人などにも案内し、中学生とのかかわりや
交流を深める機会としました。
　生徒たちは、クラスごとに練習を重ねてきた課
題曲と自由曲を発表し、満員の会場からは大きな
拍手が送られました。
　また、アトラクションとしてPTAの合唱や吹奏
楽部の演奏、群馬交響楽団のメンバーによる「群
馬ブラスクインテット」演奏会も行われ、記念に
残る合唱大会となりました。日ごろの練習の成果を披露した甘楽中生の合唱

生き方を考える　地域貢献事業講演会
　社会福祉法人かんら会（森平惠喜理事長）は
10月11日、町文化会館で令和元年度地域貢献事
業の講演会を開きました。地域住民や介護関係
者など268人が参加し、富岡地域医療企業団の
佐藤尚文企業長の講演「あなたはどう生き、ど
う逝きますか？～ACP（アドバンス・ケア・プ
ランニング）のすすめ～」に耳を傾けました。
　佐藤さんは「いい人生を送るために、死につ
いて向き合い、人生の最終段階における医療な
どについて自分の考えを伝え、話し合うことが
重要です」と呼び掛けました。

誰
に
で
も
訪
れ
る
死
に
つ
い
て
考
え
、
向
き
合
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
講
演
会

古代米を収穫 9月27日撮影
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　蕎麦づくり入門「花祭り」が9月29日、秋
畑那須地区のちぃじがき蕎麦の里で開かれま
した。オーナーなど約150人が満開の白い花
を見ながら蕎麦の豊作を祈りました。
　会場では豚汁や赤飯などが用意され、県
重要無形民俗文化財指定の「那須の獅子舞」
の演舞や地元出身の中野新太郎さんのミニコ
ンサートが行われました。天候に恵まれ、の
どかな秋の一日を楽しんだ参加者は「蕎麦の
花がとてもきれいで、参加して良かった。収
穫も楽しみです」と話していました。

満開の花を楽しむ　ちぃじがき蕎麦の花祭り

伝統の獅子舞が披露されたちぃじがき蕎麦の里

ふるさと農園で　藍の生葉染め体験
　「藍の生葉染めの会」が９月17・24・30日に甘
楽ふるさと農園で開かれました。これは、同農園で
藍を育てている安藤理恵さん（高崎市）と田中安子
さん（福島）の主催で、藍の摘み取りと染色体験を
実施したものです。３回で35人の参加があり、参
加者は刈り取った藍の生葉をミキサーにかけ、絹の
ストールなどを染めました。
　初めて参加した佐藤孝子さん（福島）は「天然染
料で肌にも優しい、さわやかな色合いのストールが
できました」と話し、講師の安藤さんは「収穫と染色、
両方の楽しみを多くの人に知ってもらい、ふるさと
農園がさらに盛り上がるとうれしい」と話されました。 自分たちで収穫した藍で染色体験をする参加者の皆さん

収穫した畑の藍

開園20周年　農園収穫感謝祭
入
賞
者
の
圃
場
を
見
学
す
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

甘楽ふるさと農園では、利用者を募集しています。利用
希望者は☎（74）7428へお問合せください。

　甘楽ふるさと農園では10月20日、第20回収穫感
謝祭が開かれました。同農園管理組合（吉田恭一組
合長）主催の農園づくりコンテスト表彰式や圃

ほ

場見
学、バーベキュー大会などで参加者125人が交流を
深めました。
　今回の表彰式では、開園から20年間農園を利用
している６人と栽培管理状況の良さや工夫をこらし
た農園を作った28人が各賞を受賞しました。
主な受賞者
　最優秀賞　久場良弘さん（東京都北区）
　町長賞　　堀越泰久さん（高崎市）
　農業委員会長賞　高橋勝男さん（造石）
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
だ
ん

だ
ん
と
朝
晩
が
冷
え
る
時
季
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
冬
に
向

け
て
の
準
備
は
整
っ
て
い
ま
す

か
。
今
回
は
冬
に
向
け
て
、
交

通
事
故
防
止
の
注
意
点
を
紹
介

し
ま
す
。

①
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
装
着

　

雪
は
い
つ
降
る
か
わ
か
ら
な

く
、
急
に
降
り
出
す
と
バ
タ
バ

タ
し
て
交
換
で
き
な
い
…
じ
ゃ

あ
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で
い
い
か

な
と
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
の
ま
ま
雪
道

を
走
る
と
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
冬
の
タ
イ
ヤ
は

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
タ
イ
ヤ
交
換

は
余
裕
を
も
っ
て
、
事
前
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
坂
道
を
頻

繁
に
走
る
人
に
は
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
も
オ

ス
ス
メ
し
ま
す
。

②
降
雪
対
策

　

雪
下
ろ
し
用
ワ

イ
パ
ー
な
ど
の
道

具
も
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

車
の
上
部
な
ど
に
雪
を
積
ん
だ

ま
ま
に
し
、
走
行
中
に
雪
が
落

ち
る
と
後
続
車
に
と
っ
て
大
変

危
険
で
す
。
雪
が
積
も
っ
た
場

合
は
必
ず
雪
を
下
ろ
し
て
走
行

し
ま
し
ょ
う
。
窓
に
つ
い
た
雪

も
全
部
下
ろ
し
て
、
視
界
も
確

保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
窓
に
つ
い
た
霜
を

落
と
す
霜
取
り
ス
プ
レ
ー
や
圧

雪
道
路
で
ス
タ
ッ
ク
し
た
場
合

に
備
え
、
ス
コ
ッ
プ
を
積
ん
で
お

く
の
も
雪
対
策
に
な
り
ま
す
。

　

冬
の
道
路
は
圧
雪
、
凍
結
と

道
路
状
況
が
普
段
よ
り
も
悪
く

な
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

い
つ
も
以
上
に
安
全
運
転
を
し

て
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！

年
に
一
度
は
自
分
の
身
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
①

《
血
糖
値
編
》

■
に
こ
に
こ
甘
楽　

（
６
７
）
７
６
５
５

　

健
康
課
保
健
係　

内
線
６
３
１
・
６
３
２

保
健
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス 　
　
　
　
　
　
　

連載
№113

金井駐在所
小澤昂平さん

　

皆
さ
ん
、
毎
年
健
診
を
受
け

て
い
ま
す
か
？
今
回
か
ら
は
健

診
結
果
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま

す
。
11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病

デ
ー
で
も
あ
る
の
で
血
糖
値
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　
「
空
腹
時
血
糖
」
や
「
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
Ａエ
イ
ワ
ン
シ
ー

１
ｃ
」
な
ど
の
血

糖
値
検
査
は
糖
尿
病
を
把
握
す

る
た
め
の
検
査
で
す
。
空
腹
時

血
糖
60
〜
99
㎎
／
㎗
、
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
5.6
％
未
満
が
正

常
値
で
す
が
、
皆
さ
ん
結
果
は

ど
う
で
し
た
か
？

 

血
糖
値
は
な
ぜ
高
く
な
る
の
？

　

食
事
を
す
る
と
、
食
物
の
中

の
糖
質
が
唾
液
な
ど
で
ブ
ド
ウ

糖
に
分
解
さ
れ
、
小
腸
か
ら

血
液
中
に
吸

収
さ
れ
ま
す
。

血
液
中
の
ブ

ド
ウ
糖
が
増

え
る
と
、
す

い
臓
か
ら
分

泌
し
た
イ
ン

ス
リ
ン
が
、
ブ
ド
ウ
糖
を
肝
臓

や
筋
肉
な
ど
に
取
り
込
み
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
、
残

り
を
脂
肪
組
織
に
蓄
え
ま
す
。

し
か
し
、
糖
質
を
摂
り
過
ぎ
た

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い

と
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
は
増

え
す
ぎ
る
た
め
、
い
く
ら
イ
ン

ス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
も
血
液

中
に
残
っ
て
し
ま
う
「
血
糖
値

が
高
い
状
態
」
と
な
り
ま
す
。

こ
の
状
態
が
続
く
と
糖
尿
病
へ

と
進
行
し
ま
す
。

 

血
糖
値
を
上
げ
な
い
ポ
イ
ン
ト

❶
肥
満
に
注
意
！

　

脂
肪
が
身
体
に
付
き
す
ぎ
る

と
イ
ン
ス
リ
ン
が
十
分
に
働
き

ま
せ
ん
。

❷ 

野
菜
を
摂
り
、
甘
い
飲
食
物

は
控
え
る
！

　

血
糖
値
の
上

昇
を
抑
え
る
食

物
繊
維
を
摂
り
、

甘
い
も
の
を
で
き
る
だ
け
摂
ら

な
い
。

❸
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
る
！

　

中
性
脂
肪
を
増
加
さ
せ
肥
満

を
招
く
危
険
が
あ
り
ま
す
。

❹
定
期
的
に
運
動
を
す
る
！

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸

素
運
動
を
行
う
と
筋
肉
に
取
り

込
ま
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
の
量
が
増

え
、
血
糖
値
が
改
善
さ
れ
ま

す
！

　

ぜ
ひ
健
診
結
果
を
じ
っ
く
り

見
て
、
生
活
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

 

食
生
活
改
善
教
室
の
ご
案
内

　
食
事
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

11
月
か
ら
始
ま
る
食
生
活
改
善

教
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
教
室
は
、
一
皿
程
度
で

す
が
減
塩
食
や
低
カ
ロ
リ
ー
食

な
ど
の
試
食
が
あ
り
、
す
ぐ
に

実
践
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
申
込
み
は
健
康
課
保
健

係
（
に
こ
に
こ
甘
楽
）
ま
で
。

冬
に
向
け
て
の
準
備
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　【11月の休館日】
　５日（火）、11日（月）、18日（月）、25日（月）

NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
（70）4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶蔵書点検・整理が終了しました

［　お誕生おめでとう　］
氏　名 保護者 区 大　字

日越　葵
あおと

仁 慶　一 ７ 善慶寺

工藤　　京
きょう

充　広 28 庭　谷

◎お名前は常用漢字・現代かなを使用させていた
だきます。
◎戸籍の欄に掲載を希望されない人は届出の際に
窓口にお申し出ください。

  9月16日～
10月15日届出

（敬称略）

世
帯

5,064
(+7)

人
口
13,139
(△2)

男 6,514
(±0)

女 6,625
(△2)

９月30日現在
（前月末比）

　９月の蔵書点検・整理期間中、利用者の皆
さんにはご不便をおかけしました。その結果、
所在不明図書が判明しました。
　図書を利用する場合には、必ず貸出手続き
をしてください。
　また、返却忘れはありませんか？もう一度
ご確認ください。

▶お知らせ

［　お悔やみ申し上げます　］
氏　名 年齢 届出人 区 大　字

井上　清美 90 啓　一 ６ 国　峰

遠田 きぬ子 83 哲　也 ６ 国　峰

加藤　とも 94 一　之 9 秋　畑

吉田　　將 102 さわ江 15 福　島

新井　六一 78 祥　仁 18 福　島

吉田 ユキ子 94 弘　明 18 福　島

黛　　きよ 93 邦　男 20-1 福　島

浅香 まつ江 80 和　生 21 白　倉

髙橋 みち子 84 敏　幸 23 白　倉

新井 今朝男 73 三重子 26 金　井

「秘密」が生む悲劇。
哀切の感動作 11年ぶりの長編小説

いつもの写真が見違
える

おなじみ「がたごとが
たごと」の続編です

ねむりたくない子へ
５つのおはなし

毎年使える十二支など、
早めに準備はいかが？▶善意の紹介

● 梅澤  稔さん
　（東京都調布市）
　『萬世の為に太平を開
く 天皇陛下の御聖断』な
ど全７冊を寄付されまし
た。稔さんの父 故 梅澤
嘉雄さん（小幡出身）が昭
和天皇の侍従を務めてい
た時の貴重な資料です。

10月末まで「昭和の
時代を振り返る」とい
うテーマで展示。資
料は館内で閲覧でき
ます。

廃
墟
の
白
墨

遠
田 

潤
子 

著
／
光
文
社

湘
南
夫
人

石
原 

慎
太
郎 

著
／
講
談

社

も
っ
と
き
れ
い
に
撮
れ
る
！

ス
マ
ホ
で
旅
行
写
真

コ
ツ
と
裏
ワ
ザ

庄
子 

利
男 

著
／
青
春
出

版
社

手
作
り
が
う
れ
し
い　

木
版
画
年
賀
状

竹
笹
堂 

原
田 

裕
子
著
／

誠
文
堂
新
光
社

た
た
た
ん　

た
た
た
ん

内
田 

麟
太
郎 

文
・
西
村 

繁
男 

絵
／
童
心
社

よ
る
の
ま
ん
な
か

お
く
は
ら 

ゆ
め 

作
・
絵
／

理
論
社

No image
No image

No imageNo image

No imageNo image

「お悔やみ欄」は印刷版の広報かんらに
掲載しています

「お誕生欄」は印刷版の広報かんらに
掲載しています
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広　告

金田　朝
あさひ

陽 くん　(２歳・平成29年９月17日生まれ）
　金田崇志さん・純菜さんのお子さん（福島）

　お誕生日おめでとう♥最近は「歯磨きしよ～」とか
自分に都合の悪いことを言われると、すぐ寝たふりす
るよね！いっちょまえにいびきの真似まで（笑）。そん
な毎日が面白くて、楽しくて仕方がないです♥
　これからも自然と周りを笑顔にできる明るい存在で
いてね。いっぱい遊んでいっぱい笑おうね！
遥
はると

斗・琥
くうが

我・絆
り く

琥とも仲良く、けんかはほどほどに♥
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